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８
月
１７
日（
日
）多
く
の
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
の
も
と
、祈

願
祭
・
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
競
争
大

会
・
船
舶
パ
レ
ー
ド
・
も
ち
投
げ
・

踊
り
大
会
・
花
火
大
会
を
行
い

ま
し
た
。昨
年
か
ら
復
活
し
た

踊
り
大
会
は
、青
年
会
を
中
心

と
し
た
よ
さ
こ
い
踊
り
と
ア
ロ

ハ
ラ
ウ
レ
ア
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
が
披
露
さ
れ
、ま
た
花
火
大

会
も
新
た
な
試
み
と
し
て「
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
花
火
」を
実
施
し
、例

年
以
上
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ

た
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

雨
天
の
た
め
開
催
日
を
延
期

し
ま
し
た
が
、当
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、町
民
の
方
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
多
く
の
観
光
客
の

皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

祭
り
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
方
々
、ご
協
賛

を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
社
、会

場
周
辺
の
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

ちびっこトライアスロン開催！！ちびっこトライアスロン開催！！ちびっこトライアスロン開催！！ちびっこトライアスロン開催！！ちびっこトライアスロン開催！！第５回
奈半利町

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、交
流
人
口
の
拡

大
や
観
光
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
奈
半
利
」

の
関
連
事
業
と
し
て
、平
成
２２
年
度

か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
知
名
度
も
あ

が
り
、今
年
は
高
知
県
内
の
小
学
生

だ
け
で
は
な
く
、県
外
、四
国
外
か
ら

の
参
加
も
あ
り
、過
去
最
高
の
総
勢

１１３
人
が
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
子
ど
も
た
ち

は
奈
半
利
の
澄
ん
だ
海
を
泳
ぎ
、自
転

車
で
疾
走
し
、最
終
の
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、

降
り
注
ぐ
日
差
し
の
中
、美
し
い
海
の

見
え
る
ふ
る
さ
と
海
岸
を
走
り
抜
け
、

ゴ
ー
ル
し
た
子
ど
も
た
ち
の
顔
は
達

成
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
後
に
は
、地
元
で
取
れ
た
ス

イ
カ
や
お
弁
当
を
配
り
、昼
食
後
に
は

宝
探
し
も
行
い
、奈
半
利
を
堪
能
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
の
中
に
は
、「
入

賞
で
き
な
く
て
悔
し
か
っ
た
の
で
、来

年
も
参
加
し
た
い
」と
言
う
声
や
、保

護
者
か
ら
は
、「
す
ば
ら
し
い
イ
ベ
ン

ト
な
の
で
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
今

後
も
続
け
て
ほ
し
い
」な
ど
の
う
れ
し

い
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　平成２６年７月２７日に、みなと未来会議の主催、奈半利町の共催で
「第５回奈半利町ちびっこトライアスロン」が開催されました。

第５１回港まつり



☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

当
日
は
遺
族
、来
賓
約
６０
人
が
参
列
し
、先
の
大
戦
で
命
を
捧
げ
ら

れ
た
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

　

式
典
で
は
、参
列
者
一
同
黙
祷
を
さ
さ
げ
、齊
藤
一
孝
町
長
の
式

辞
、高
知
県
知
事
、奈
半
利
町
議
会
議
長
の
安
岡
規
雄
さ
ん
、奈
半
利

町
遺
族
会
会
長
の
濱
中
俊
子
さ
ん
に
追
悼
の
辞
を
い
た
だ
い
た
の
ち
、

参
列
者
全
員
で
御
英
霊
に
対
し
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、奈
半
利
町
遺
族
を
代
表
し
て
益
岡
房
子
さ
ん
に
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
戦
か
ら
６９
年
の
歳
月
が
流
れ
戦
争
体
験
世
代
の
減
少
し
て
い
く

な
か
、戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
胸
に
刻
み
平
和
で
豊
か
な
世

界
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

8
  15

FRI

平
成
２６
年
度

奈
半
利
町
戦
没
者
追
悼
式

　

8
月
31
日（
日
）に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を

想
定
し
た
県
下
一
斉
の
避
難
訓
練
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
に
は
、7
1
2
人
も
の
参
加
が
あ
り
、午

前
9
時
の
緊
急
地
震
速
報
を
合
図
に
、各
地
区
の

避
難
場
所
へ
の
避
難
を
開
始
し
、避
難
ル
ー
ト
・

避
難
時
間
・
避
難
場
所
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、避
難
訓
練
終
了
後
に
は
、高
知
県
住
宅

課
の
永
野
チ
ー
フ
を
講
師
に
招
き
、「
住
宅
耐
震

化
の
す
す
め
」に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
、

地
震
・
津
波
か
ら
避
難
す
る
に
は
、自
宅
の
耐
震

化
の
必
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、今
後
３０
年
以
内
に

発
生
す
る
確
率
が
７０
％
程
度
と
高
ま
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。当
町
で
は
、重
要
な
減
災
対
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
、木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
補
助
金
の

上
乗
せ
を
行
い
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。耐
震
性

の
な
い
住
宅
は
、住
宅
が
倒
壊
す
る
と
、直
接
命

の
危
険
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、倒
壊
し
た
住
宅
が

隣
接
す
る
避
難
路
を
塞
い
で
し
ま
う
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、ま
ず
は
ご
自
宅
の
耐
震
診
断
の
受

診
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
、町
や
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
が
行
う

避
難
訓
練
へ
の
参
加
や
、ご
家
庭
へ
の
備
蓄
品
の

準
備
等
地
域
ぐ
る
み
で
し
っ
か
り
と
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。 8

  31
SUN

県
下
一
斉
の
避
難
訓
練
を
開
催

　

奈
半
利
町
戦
没
者
追
悼
式
が
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
県

下
一
斉
の
避
難
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

港
ま
つ
り
か

ら
一
夜
明
け
た

１８
日
の
早
朝
５

時
半
か
ら
、
各
種
団
体
を

中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
、
会
場
と
な
っ

た
奈
半
利
港
緑
地
公
園
周

辺
の
清
掃
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
が
、
一
生

懸
命
作
業
を
し
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
、
港
ま
つ
り

の
開
催
前
よ
り
も
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
、食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
防
災
非
常
食
の
試
食
も
あ
り
ま
し
た
。

翌日の清掃お疲れさまでした

���������������



☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

坂
本
さ
ん
は
中
学
１
年
生
の
時
に
母
、姉
と
３
人
で
地
域

の
手
話
サ
ー
ク
ル「
ぬ
く
も
り
」で
手
話
を
習
い
始
め
ま
し

た
。

　

実
は
、姉
の
坂
本
雪
乃
さ
ん
も
３
年
前
の
こ
の
大
会
に
出

場
、２
位
入
賞
し
て
お
り
、お
姉
さ
ん
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
す

形
で
見
事
１
位
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は「
手
話
の
全
国
普
及
を
目
指
し
て
」と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
、障
害
を
持
た
れ
た
方
が
疎
外
や
孤
独
を
感
じ
る

こ
と
な
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
を
手
話
で
雄
弁
に
訴
え
ま
し
た
。

　

坂
本
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
教
員
。障
害
を
持
た
れ
た
方
が

疎
外
感
を
感
じ
な
い
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を

実
現
す
る
た
め
に
、多
く
の
人
を
指
導
し
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

8
  30

SAT

第
３１
回
全
国
高
校
生
の
手
話
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト　

第
１
位
！！

　

第
３１
回
全
国
高
校
生
の
手
話
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
が
東
京
・
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、奈
半

利
町
平
松
の
坂
本
龍
成
さ
ん（
１７
）（
県
立
安
芸
高
校
３

年
）が
出
場
さ
れ
、１
位
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

安芸高校３年
坂本　龍成　さん

受
賞
、本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　手話の全国普及を目指して
　私が手話を始めたきっかけは、母から
「手話を習ってみない？」と誘われ「うん行く」
と地元の手話サークルに参加したのがきっ
かけでした。小学生から高齢者まで幅広い
年代の方が聾者を囲み手話で楽しく交流
している様子は初めて見る光景でした。
　毎週サークルに通い、サークルの先輩か
ら手話を教わりその手話を使って、聾の方
と「私の名前は」ぎこちない会話をしてみる、
通じたときの嬉しさ、聾の方の優しい笑顔、
とても楽しい時間です。自分の気持ちを伝
えるだけの音声言語と違って、手話の単語
ひとつひとつには日本の文化が込められて
いる事に大変興味を持ち、毎週サークルに
行くのが楽しみになってきたそんな時、聾の
青年部のキャンプがあると聞き参加しまし
た。
　聾者が集まり楽しそうに会話をしている
のに、私だけ読み取る事ができず、一緒に
笑う事もできずただ唖然としていました。そ
の時、聾の方が話しかけてくれました。読み
取れず困っていると隣に居た健聴者が通
訳をしてくれました。「今の君は私達と逆の
立場で、聴こえるという障害者です。いつも
私達はこのような生活をしています。こんな
気持ちになる人を減らすために友達も誘っ
てずっと手話を続けて下さい。」という言葉
でした。私達は日本のどこに行ってもスムー
ズにコミュニケーションが取れる環境にあ
り、それだけで不安を感じる事なく生活でき
ているけれど、聾の方はいつも不安を感じ
ながら生活をしている事に初めて気が付き
ました。ある聾の方は言います。日本人とし
て生まれながらコミュニケーションがとれず
外国に住んでいるみたいと言います。コミュ

ニケーションが取れないという事は、こんな
にも疎外、孤独を感じるものだと聾の方との
交流を通して分かりました。言葉には自分
の気持ちを伝えるだけの力ではなく、時には
傷つく事があっても、相手の気持ちを理解
し、お互いに励まし、支え合っていく大切さ
があることに気付かされました。
　私の住んでいる高知県東部に５ヶ町村が
集まって中芸と言う所があります。私達はこ
こを活動拠点としています。この５ヶ町村の
小学校の中の１校が１６年間、手話の授業に
取り組んでいます。先輩方が聴覚障害者に
対する理解を求め、手話を広めようと努力
してきた結果です。年に１度、聾者をお招き
して人権発表会が行われます。生徒全員が
手話で、あいさつしながらお客様を迎え、発
表会全てが手話で進められます。聾の方
は、聾学校にいるみたいとおっしゃっていま
した。今年度からは新たに２校が手話の授
業を始めました。先輩方と一緒に活動して
思う事は、この活動が途切れてはいけない、
私達後輩が受け継いでいかなければなら
ないという事です。
　先日、通学途中の汽車の中で、久しぶり
に高齢部の方と会い「久しぶり元気？」「元
気、元気」と会話を楽しんでいると、それを
見ていた友達が「手話できるがや、すごい
な、僕もやってみたいちゃ。」と言いました。
「来てちゃ、来てちゃ、来週サークルに僕と一
緒に行こうや。」
　こういった活動を広げていく事で、手話を
全国に広げ、聴覚障害者の皆さんが全国
どこに行っても手話で、コミュニケーションを
とる事ができ、疎外感や孤独を感じる事なく
私達と同じように安心して暮らせるそんな社
会になってほしいと思います。

�������������� �
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◆ いつでも、最新の年金記録を確認できます！
◦ ご自宅のパソコンで、24時間いつでも、毎月更新された年金記録を確認できます。

年金記録照会画面

年金記録を一覧形式で確認できます！

各種届書をパソコンで作成・印刷できます！

スマートフォンで年金記録を確認できます！

◦ 従来の「年金記録照会」の画面に加え、年金記録や年金見込額、
老齢年金の受給額などを一覧形式で確認できるように
なりました。

◦ 日本年金機構に提出する一部の届書の作成をサポートします。
入力項目のエラーチェックや、基礎年金番号・生年月日などの
基本情報を自動表示します。

◦ 作成した届書は、印刷してお近くの年金事務所等にご持参
もしくはご郵送ください。

◦ スマートフォンでも、ご利用登録や年金記録の確認ができる
ようになりました。

年金記録照会画面ご利用登録画面

年金見込額試算画面

年金記録の一覧表示画面

◆ 年金の見込額を試算できます！
◦「年金を受け取りながら働き続けた場合」など、さまざまな働き方に応じた年金の見込額を試算できます。

◆ 持ち主の分からない年金記録を検索できます！
◦ 氏名、性別、生年月日を入力すると、入力した条件に一致する持ち主不明記録があるかどうか調べられます。

◆ 電子版の各種通知書を確認できます！
◦ 年金振込通知書などの年金の支払いに関する通知書や、毎月の記録が更新された「ねんきん定期便」を
パソコンで確認・ダウンロードできます。

■「ねんきんネット」のご利用には、ユーザーIDが必要です。
ユーザーIDをお持ちでない方は、裏面を参考に、新規ご利用登録をお願いします。

■ 一部の郵便局や市区町村窓口でも年金加入記録を印刷してお渡ししています。詳しくは日本年金機構ホーム
ページをご覧ください。
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入力いただいたメールアドレスへ
ユーザＩＤ確認用URLをお知らせします

お申込み後５日程度で
ユーザＩＤを郵送します

アクセスキー*1をお持ちですか？

*1「ねんきん定期便」に記載された17桁
の番号（有効期限は、到着後3ヵ月）。
年金事務所でも発行できます。

電子メールのアドレス*2をお持ちですか？

「ご利用登録（アクセス
キーをお持ちの方）」
をクリック

アクセスキー、基礎年
金番号*3 、氏名、生年
月日、メールアドレス*4
などを入力して申込み

基礎年金番号*3 、
氏名、生年月日、住所
などを入力して申込み

「ねんきんネット」ページで
「新規ご利用登録」をクリック

日本年金機構ホームページ
（http://www.nenkin.go.jp/）の
「ねんきんネット」をクリック

いいえ

*3 基礎年金番号は、年金手帳や年金証書などでご確認ください。（お持ちでない場合は年金事務所で再発行できます。）
*4 ご家族の方などと共有しているメールアドレスを登録する場合、必ず共有している方の了解を得てください。

http://www.nenkin.go.jp/n_net/

電話でのお問い合わせは、
「ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル」へ

０５７０-０５８-５５５
03-6700-1144

詳しくは「ねんきんネット」で検索

ねんきんネット 検索

メモ欄（必要に応じ、お使いください）
•基礎年金番号

•アクセスキー •ユーザID

•メールアドレス

（050から始まる電話でおかけになる場合）

こちらの二次元コードから
スマートフォン版のご利用
登録画面にアクセスでき
ます。

スマートフォンをご利用の方

「ご利用登録（アクセス
キーをお持ちでない
方）」をクリック

「ねんきん定期便」
イメージ

ユーザIDの
お知らせ

*2 無料で取得できるフリーメールのアドレスでもご登録
いただけます。

◇◆ 新規ご利用登録はとっても簡単！ ◆◇

@

はい

はい いいえ

ユーザID
確認用URL
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中芸観光協議会だより
　TEL　0887-38-3306　FAX　0887-38-3307
　HP　http://www.chugeikanko.com/ 
　E-mail chugeikanko@gol.com

●奈半利町海浜センター「海辺の自然学校」
　シーカヤック・シュノーケリング体験　10月末まで
●奈半利町…第3回なはりのてっぺん米ケ岡米作り体験／10月4日（土）
　　　　　　第4回なはりのてっぺん米ケ岡米作り体験／11月1日（土）
　　　　　　第39回邦楽発表会／11月8日（土）
　　　　　　第40回総合美術展／11月20日（木）～24日（月・振替休日）
●田野町…清岡 道之助 二十三士結成150周年記念Jazz＆Pop特別コンサート／10月4日（土）
　　　　　芸能祭／10月19日（日）
　　　　　文化展／11月21日（金）～23日（日・祝）
　　　　　産業まつり／11月23日（日・祝）
●安田町…芸能発表会／10月18日（土）予定
　　　　　神峯神社秋祭／10月28日（火）29日（水）
　　　　　文化祭／11月15日（土）16日（日）予定
●安田まちなみ交流館「和」
　企画展第２弾『国難に殉じた郷土の志士展』／11月26日（水）まで
●安田町…シャモ闘鶏／12月7日（日）～
　　　　　なかやま山芋まつり／12月14日（日）
●北川村…中岡迂山展・書宗院高知移動展／10月25日（土）～11月3日（月・祝）
　　　　　中岡慎太郎とゆずの郷祭り／10月26日（日）
　　　　　中岡慎太郎墓前祭／11月17日（月）
●中岡慎太郎館開館20周年記念特別展
　第3幕「近江屋事件 ～果たしてそれは暗殺だったのか～」／11月12日（水）～1月12日（月・祝）
●北川村「モネの庭」マルモッタン…フラワーパレット～オトンヌ編～／9月1日（月）～10月27日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～フランス編～／10月29日（水）～12月1日（月）
●馬路村…湯けむりピンポン大会／10月11日（土）
　　　　　山師達人選手権大会／10月19日（日）
　　　　　魚梁瀬地区村民運動会／10月26日（日）
　　　　　うまじ温泉／11月は、毎日ゆず風呂
　　　　　ゆずはじまる祭／11月2日（日）

2014年９月発行

第３号
中芸観光協議会　会長

林田　千秋

月

月

11

◆

中
芸
地
域
内
◆

イ
ベ
ン
ト
情
報

10

　８月２日（土）３日（日）に、北川村「中岡慎太郎先生顕彰会」の皆さんを中心に中芸観光協議会も
協力し『夏休みこども自然体験教室』を開催いたしました。あいにくのお天気で実施内容を少し変更
しましたが、皆さんお天気にも負けず劣らず！立派なエビ箱や竹のお茶碗などを完成させていまし
た。今回は、来年度開催される『東部地域博覧会』での実施を目指したモニターツアーでしたので、
課題がたくさん出てきました。磨き上げをし、東部地域博覧会での実施に向け頑張ります！！！ご参
加くださった皆さま、ありがとうございました。

夏休みこども自然体験教室 モニターツアー
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大雨による川の増水にご注意！大雨による川の増水にご注意！大雨による川の増水にご注意！
■大雨による奈半利川の水の増え方
　今年も前線の通過・台風を迎える時期となり奈半利
川流域でも集中豪雨が頻繁に発生し川が増水します。
　下流域が晴れていても、上流域での集中豪雨により
急激な増水が下流域で発生することがあります。
　反対に上流域で雨が降らなくとも下流域の雨だけ
で川が増水することもあります。

■上流域で増水した時のダムの運用
　上流域で大雨が降った場合、魚梁瀬ダム・久木ダム・
平鍋ダムには大量の水が流れ込み、この増水をダムか
ら流すことがあります。
　ダムから水を流し始める時は、ダム下流の皆さんに
サイレン局の放送とサイレンでお知らせします。この
際、下流に向け順にパトロールも行っています。

■流域の皆さんへのお知らせの方法
○増水によるダムからの水が到達する時：スピーカー放送とサイレン
　増水によるダムからの水は徐々に下流へ到達しますが、水が到達する前にサイレン局のスピーカーで放
送した後、引き続きサイレンを２回鳴らしてお知らせします（下図）。

○増水によるダムからの水が続いている期間：回転灯と電光板
　ダムから増水を流している間はサイレン局の回転灯を回し続け電光板でも表示します。終了した際は、回
転灯・電光板を停止します。

スピーカー
放送

サイレン
（６０秒）

サイレン
（６０秒）

休止
（3０秒）

●問い合わせ先　　電源開発株式会社　高知電力所　　TEL　０８８７－３８－４００３
※　日常の発電使用水量などのお問い合わせ：「電源開発テレホンサービス」にお電話ください。

TEL　０１２０－７８０３２８（フリーダイヤル）、またはTEL　０８８７－３８－２５２５
（ナハリノミズハ？）

「打揚式動物駆逐用煙火」が　　　　し
「指を欠損」する事故が発生しました！
「打揚式動物駆逐用煙火」が　　　　し
「指を欠損」する事故が発生しました！
「打揚式動物駆逐用煙火」が　　　　し
「指を欠損」する事故が発生しました！

■動物駆逐用煙火を
消費する際は、火
薬類取締役法令に
基づく消費の技術
基準に従うととも
に、従業者に対し
必要な教育を施さ
なければなりませ
ん。

■取扱説明書に記載
されている使用方
法、使用上の注意
を遵守するととも
に、安全な取り扱
いを心掛けてくだ
さい。

経済産業省

破裂

使用の際は、

地上に固定
（安全な距離を確保）

専用ホルダー使用

使用の際は、

または

絶対！絶対！絶対！
直接手に持たない！直接手に持たない！直接手に持たない！



�������������� ��

●安芸警察署・安芸地区地域安全協会

全国地域安全運動全国地域安全運動全国地域安全運動

　期間中、安芸地区地域安全協会と安芸警察署では、地域安全推進員を
はじめとする自主防犯組織のタウンポリスなど、地域の防犯団体と連
携して「みんなで　つくろう　安心の街」をスローガンに地域安全運動
を推進するため、各種行事を予定しています。
　皆さんもこの期間に、地域の安全や家庭の防犯について確認しあい、
事件・事故のない安心で安全な街づくり・家庭づくりに取り組みましょう。

水痘ワクチン及び高齢者肺炎球菌ワクチンが定期接種となります。水痘ワクチン及び高齢者肺炎球菌ワクチンが定期接種となります。水痘ワクチン及び高齢者肺炎球菌ワクチンが定期接種となります。

●お問い合わせ先　　中芸広域連合　保健福祉課　　TEL　３８－８２１２

■対 象 者　生後１２カ月から生後３６カ月に至るまでの間にある方。平成２６年度に限
り（平成２７年３月３１日まで）、生後３６カ月に至った日の翌日から生後カ
６０カ月に至るまでの間にある方は特例措置の対象となります。

■標準接種　生後カ１２カ月から生後１５カ月に至るまでに１回接種し、６カ月から１２カ
月の間隔をおいて１回接種します。特例措置の対象者は１回接種します。

■接種費用　中芸広域連合が負担します。
■注　　意　水痘にかかったことのある方や既に水痘ワクチンを接種している方は対象外です。

■対 象 者　平成２６年度（平成２７年３月３１日まで）に６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、
１００歳となる方と１０１歳以上の方。また、６０歳から６５歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸
器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害やヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害がある方。

■接種回数　１回接種
■接種費用　２,０００円（生活保護世帯の方は接種費用の免除を受けることができます）
■注　　意　過去に２３価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチンを接種したことのある方は対象外です。

平成２６年１０月１日から平成２６年１０月１日から平成２６年１０月１日から

◎水痘ワクチン（みずぼうそう）

◎高齢者肺炎球菌ワクチン

１０月１１日（土）～１０月２０日（月）
　今年も、全国一斉に地域安全運動が実施されます。

平成２６年度JICAボランティア募集平成２６年度JICAボランティア募集平成２６年度JICAボランティア募集

●お問い合わせ先　　JICA四国　　TEL　０８７－８２１－８８２４

＜＜募集説明会＞＞※説明会詳細はHPを参照
　■日　程　　９月２８日（日）１３時３０分～１７時、１０月１１日（土）１３時３０分～１７時
　■場　所　　高知県人権啓発センター
　■HPアドレス　http：//www.jica.go.jp/shikoku/enterprise/volunteer/index.html
＜＜申し込みについて＞＞※海外から応募する場合は、１１月６日（木）必着
　■募集期間 　１０月１日（水）～１１月４日（火）消印有効　※海外から応募する場合は、１１月６日（木）必着

僕たちにできることは必ずある！「JICAボランティア募集」僕たちにできることは必ずある！「JICAボランティア募集」僕たちにできることは必ずある！「JICAボランティア募集」

①青年海外協力隊/日系社会ボランティア ■対象年齢　満２０～３９歳（２０１４年１１月４日現在）

②シニア海外ボランティア/日系社会シニア・ボランティア ■対象年齢　満４０～６９歳
（２０１４年１１月４日現在）

あなたの技術・経験を開発途上国で生かしてみませんか？
現地の人 と々協働しながら、人づくり、国づくりに協力します。
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●問い合わせ先　行政相談委員 ： 伊藤　隆　自宅 ： 奈半利町法恩寺（TEL ３８－４３３８）

●問い合わせ先　四国建設広報協議会 事務局 （四国地方整備局企画部企画課）
ＴＥＬ：087-811-8308

メールアドレス：shikoku_kensetsu_kouhou@skr.mlit.go.jp
ＵＲＬ：http://www.skr.mlit.go.jp/kikaku/shikokukensetsu/index.html

行政相談週間　10月20日（月）～26日（日）行政相談週間　10月20日（月）～26日（日）行政相談週間　10月20日（月）～26日（日）

　役所の仕事やサービスで、困っていること、分からないことがあ
りましたら、総務省の行政相談をご利用ください。
　総務省では、多くの皆さんに行政相談を利用していただけるよ
う毎年１０月に「行政相談週間」を設け、各種の行事を行っています。
　奈半利町においても、次のとおり、総務大臣の委嘱を受けた行政
相談委員が「一日行政相談所」（無料・秘密厳守）を開設しますの
で、お気軽にご相談ください。

建設フェア開催のお知らせ建設フェア開催のお知らせ建設フェア開催のお知らせ

～ ご相談ください、あなたのまちの行政相談委員へ！ ～

例えば、このようなお困りごとはありませんか？

■と　き
　１０月２２日（水）午後１時～３時
■ところ
　奈半利町保健センター
■行政相談委員　伊藤　隆

■日　時　１０月１０日（金）９：３０～１９：００／１１日（土）９：３０～１６：００
■場　所：香川県高松市サンポート
■イベント内容 ①最新の土木技術や防災技術の展示
 ②はたらく車体験（高所作業車、道路パトロール車など）
 ③高専どぼじょの工作教室や四半世紀前の工事記録上映
 （新高松空港、高松自動車道、瀬戸大橋、サンポート高松）など、見どころ満載！

年金のことを聞きたい 標識が分かりづらい 公共施設を利用しづらい

－入場無料－

★当日は混雑が予想され
るため、公共交通機関を
ご利用ください。

医
療
保
険
・
年
金

道　

路

公
共
施
設

職場のお悩み解決のお手伝いをしています職場のお悩み解決のお手伝いをしています職場のお悩み解決のお手伝いをしています
　「突然解雇された」「有給休暇が取得できない」「残業代が支払われない」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－このような問題でお困りではありませんか？
　高知県労働委員会は、「労働相談」と「あっせん」で、こうした職場のお悩み解決のお手伝いをしています。
　「労働相談」は、電話やメールでのご相談に対し、事務局の職員が解決に有効な情報を提供するものです。
　「あっせん」は、公益・労働者・使用者の三者の委員で構成されるあっせん員会が、中立の立場で労働者と
使用者との話し合いを仲介します。
　いずれも簡易迅速で無料、秘密は厳守されますので、気軽にお問い合わせください。

無料労働相談窓口
■場　所：高知市丸ノ内2－4－1　県庁北庁舎4階　高知県労働委員会
■受付時間：月～金（祝日・年末年始を除く）8時30分～17時15分
■電話相談：088－821－4645
■メール相談：https：//www．pref．kochi．lg．jp/form/240101/mailform．html
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図
書
新
聞
９月号

奈
半
利
町
民
会
館
図
書
室　

奈
半
利
町
乙
１
２
９
７
̶
２

　

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ　

９
時
〜
17
時

　

月
曜
日
と
木
曜
日
は
12
時
〜
13
時
も
開
け
ま
す
の
で
、お
昼
休
み
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

月
・
木
以
外
は
お
昼
の
１
時
間
が
閉
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。返
却
の
み
な
ら
可
能
で
す
！

　

町
民
会
館
図
書
室
で
は
皆
さ
ま

の
リ
ク
エ
ス
ト
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

「
こ
ん
な
本
が
読
み
た
い
」
と

か
「
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
本
が
ほ
し

い
」
等
、
他
に
も
話
題
の
本
、
気

に
な
る
本
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

図
書
室
脇
の
通
路
に
図
書
室
に

は
置
け
な
く
な
っ
た
廃
棄
本
を
陳

列
し
て
お
り
ま
す
。

　

懐
か
し
い
本
や
昔
見
た
本
と
再

会
で
き
る
か
も
？

　

本
は
持
ち
帰
り
自
由
で
す
。

　

一
定
期
間
陳
列
し
た
後
廃
棄
処

分
す
る
予
定
で
す
の
で
気
に
な
る

方
は
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。

図
書
室
新
刊
入
庫
!!

図
書
室
新
刊
入
庫
!!

　

７
月
末
に
新
刊
を
入
庫
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

▼「
リ
ト
ル
バ
ン
パ
イ
ア
シ
リ
ー
ズ
」 
ア
ン
ゲ
ラ
・
ゾ
ン
マ
ー
・
ボ
ー
デ
ン
ブ
ル
グ 

著

世
界
30
カ
国
以
上
で
翻
訳
さ
れ
、ド
ラ
マ
化
、映
画
化
も
さ
れ
た
大
人

気
の
児
童
書
。

▼「
11
／
22
／
63
」 

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
キ
ン
グ 

著

国
際
ス
リ
ラ
ー
作
家
協
会
最
優
秀
長
編
賞
と
Ｌ
Ａ
タ
イ
ム
ズ
文
学
賞

ミ
ス
テ
リ
ー
部
門
の
２
冠
に
輝
い
た
長
編
小
説
。

▼「
村
上
海
賊
の
娘
」 

和
田
竜 
著

第
11
回
本
屋
大
賞
受
賞
作
。村
上
水
軍
の
当
主
・
村
上
武
吉
の
娘
・
景

（
き
ょ
う
、20
歳
）の
戦
い
を
描
い
た
作
品
。

▼「
聖
な
る
怠
け
者
の
冒
険
」 

森
見
富
美
彦 

著

宵
山
で
賑
や
か
な
京
都
を
舞
台
に
、阿
呆
な
登
場
人
物
が
織
り
成
す
冒

険
の
物
語
。著
者
３
年
ぶ
り
の
単
行
本
。

▼「
春
期
限
定
い
ち
ご
タ
ル
ト
事
件
」 

米
澤
穂
信 

著

米
澤
穂
信
の
推
理
小
説「
小
市
民
」シ
リ
ー
ズ
第
一
弾
。高
校
１
年
の
春

に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
描
く
。

▼「
十
二
国
記
シ
リ
ー
ズ
」 

小
野
不
由
美 

著

古
代
中
国
思
想
を
基
盤
に
し
た
高
い
人
気
を
誇
る
異
世
界
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
作
品
。

▼「
完
全
・
犯
罪
」 

小
林
泰
三 

著

世
に
も
奇
妙
な
恐
怖
物
語
五
編
を
収
め
る
ホ
ラ
ー
小
説
。「
最
後
の
一

行
」が
も
た
ら
す
驚
き
と
恐
怖
を
堪
能
く
だ
さ
い
。

食
欲
の
秋
、10
月
か
ら

料
理
本
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

食
欲
の
秋
、10
月
か
ら

料
理
本
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

　

秋
、
と
い
え
ば
食
欲
の
秋
。

　

と
い
う
わ
け
で
食
べ
物
に
ま
つ

わ
る
本
を
特
集
い
た
し
ま
す
。

　

料
理
を
題
材
と
し
た
小
説
は
も

ち
ろ
ん
、
サ
ラ
ダ
や
お
つ
ま
み
、

洋
食
、
和
食
、
デ
ザ
ー
ト
等
の
レ

シ
ピ
集
な
ど
、
お

腹
が
す
く
特
集
と

な
っ
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
室

く
だ
さ
い
。

リ
ク
エ
ス
ト
受
付
中
！

廃
棄
本
を
陳
列

　

こ
の
本
は
、
ま
ず
き
れ
い
な
日

本
語
と
は
こ
う
だ
な
と
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
て
、
児
童
文
学
と
は
い

え
、
か
な
り
奥
が
深
い
と
い
う
印

象
を
持
ち
ま
す
。
子
ど
も
の
世
界

を
理
解
す
る
（
忘
れ
て
い
る
か

ら
）
の
に
も
い
い
で
す
し
、
何
か

思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た

り
、
風
景
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

て
、
よ
り
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
大
人
の
方
に
お
す

す
め
で
す
。
映
画
を
見
た
方
も
見

て
い
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
原
作
を
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
思
い
出
の
マ
ー
ニ
ー
」

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｇ
・
ロ
ビ
ン
ソ

ン
（
イ
ギ
リ
ス
）

　

松
野
正
子
さ
ん
に
よ
り
翻
訳

さ
れ
、
１
９
８
０
年
に
刊
行

と
し
ょ
さ
ん
お
す
す
め
本
！
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前
任
の
方
々
の
多
く
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
だ
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
が
、私
は
ア
メ

リ
カ
人
で
す
。出
身
は
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
大

都
市
圏
の
一
部
、メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
す
。

来
日
す
る
前
に
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
学
術
協
会

の
国
立
ア
メ
リ
カ
歴
史
博
物
館
に
研
究
員

と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
て
い
ま

し
た
。ア
メ
リ
カ
の
経
済
歴
史
に
関
す
る
研

究
と
、そ
れ
を
新
し
い
展
示
の
一
部
と
し
て

公
開
す
る
た
め
に
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
て

い
ま
し
た
。そ
の
展
示
は
来
年
か
ら
公
開
に

な
り
、そ
の
後
20
年
間
続
き
ま
す
の
で
、私

の
担
当
し
て
い
る
学
生
の
皆
さ
ん
も
い
つ

か
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
に
行
っ
て
見
学
す
る

機
会
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ワ
シ
ン
ト

ン
D
C
は
ア
メ
リ
カ
の
首
都
な
の
で
、バ
ラ

ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
も
そ
こ
に
住
ん
で
い
ま

す
が
、残
念
な
が
ら
一
度
も
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。首
都
と
し
て
は
比
較
的
小
さ

く
、連
邦
政
府
に
関
わ
る
機
関
も
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、東
京
と
比
べ
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。そ
れ
で
も
、

毎
日
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、遊

び
に
は
事
欠
か
な
く
賑
や
か
な
都
市
で
す
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
大
都
市
圏
は
文
化
的

多
様
性
が
高
く
、世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
々
か

ら
の
人
々
が
生
活
を
し
て
い
ま
す
。私
の
家

の
近
所
だ
け
で
も
、韓
国
系
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、ア
フ
リ
カ
料
理
店
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ

風
喫
茶
店
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。私
自
身
も

ア
メ
リ
カ
に
生
ま
れ
ま
し
た
が
、両
親
は
イ

ン
ド
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
ま
し
た
。家

族
は
も
と
も
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
丘
陵
地

帯
に
あ
る
イ
ン
ド
の
最
北
の
地
方
、カ
シ

ミ
ー
ル
州
の
出
身
で
す
。現
時
点
で
は
日
本

に
イ
ン
ド
出
身
の
国
際
交
流
員
が
い
ま
せ

ん
の
で
、両
国
の
代
表
と
し
て
い
ろ
い
ろ
と

お
伝
え
で
き
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。正
直

に
言
う
と
、実
際
の
と
こ
ろ
イ
ン
ド
と
高
知

の
蒸
し
暑
さ
に
あ
ま
り
違
い
は
な
い
と
思

い
ま
す
！

　

余
暇
の
時
間
に
は
読
書
や
編
み
物
、料
理

を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
も
大
好
き
で
、子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
イ
ン
ド
の
伝
統
舞
踊
を
し
て
い
ま
す
の

で
高
知
の
よ
さ
こ
い
踊
り
を
見
る
の
は
と

て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。ま
だ
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、日
本
に
い
る
間
に
伝
統
文
化
的

な
こ
と
に
限
ら
ず
、い
ろ
い
ろ
習
い
た
い
と

思
い
ま
す
。趣
味
と
言
え
る
か
ど
う
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、言
語
を
学
ぶ
の
も
好
き
で

す
。今
ま
で
に
覚
え
た
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、ウ

ル
ド
ゥ
ー
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
に
加
え
、次
は

も
ち
ろ
ん
土
佐
弁
で
し
ょ
う
！

　

来
日
す
る
の
は
今
回
で
2
回
目
と
な
り

ま
す
。1
度
目
は
2
0
0
7
年
の
夏
で
、青

森
市
に
い
ま
し
た
。当
時
は
ア
メ
リ
カ
の
大

学
で
考
古
学
と
人
類
学
を
学
ん
で
い
ま
し

て
、縄
文
時
代
の
代
表
的
な
遺
跡
で
あ
る
、

三
内
丸
山
遺
跡
に
考
古
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
地
研
修
授
業
と
し
て
来
日
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。遺
跡
に
あ
っ
た
ま
だ
調
査

さ
れ
て
い
な
い
部
分
で
発
掘
を
行
い
、そ
こ

で
縄
文
時
代
の
焼
き
物
や
道
具
等
を
見
つ

け
た
り
、研
究
所
で
分
析
し
た
り
し
ま
し

た
。現
代
と
古
代
の
日
本
に
同
時
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
本
当
に
貴
重
で
有
意

義
な
経
験
で
し
た
。

　

こ
の
実
地
研
修
は
私
が
日
本
語
を
学
び

始
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。当
初

は
、あ
ま
り
日
本
や
日
本
語
に
興
味
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、青
森
に
い
る
間
に
日
本

の
こ
と
が
と
て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。研

修
の
授
業
に
は
日
本
語
が
必
要
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、少
し
で
も
周
り
の
人
々

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

独
学
で
日
本
語
の
教
科
書
を
半
分
く
ら
い

し
か
勉
強
せ
ず
に
日
本
に
来
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、大
学
の
最
後
の
年
に
初
級
日
本
語

の
授
業
を
取
り
、卒
業
後
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン

D
C
日
米
協
会
で
勉
強
を
続
け
ま
し
た
。大

学
院
に
進
学
し
、南
ア
ジ
ア
と
東
ア
ジ
ア
の

歴
史
的
交
流
関
係
を
研
究
し
、そ
の
間
も
日

本
語
を
勉
強
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
は
幸

運
で
し
た
。も
う
7
年
間
勉
強
し
て
い
ま
す

が
、言
語
を
学
ぶ
こ
と
は
生
涯
続
く
こ
と
な

の
で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

　

私
は
奈
半
利
町
に
来
て
か
ら
も
う
す
ぐ

1
カ
月
が
経
ち
、慣
れ
た
と
こ
ろ
と
ま
だ
そ

う
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
で

も
、イ
ベ
ン
ト
企
画
や
英
語
教
育
の
援
助
に

励
み
、一
日
で
も
早
く
皆
様
に
信
頼
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
国
際
交
流
員
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
ま
す
の
で
、今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　奈半利町の皆さま、はじめまして。先輩のジェシーさんの後
を引き続いで、奈半利町教育委員会で国際交流員としてお仕事
をさせていただくことになりましたシャグン・レナーです。
「シャグン」と呼んでいただければ嬉しいですが、発音が少し難
しいかもしれませんので、苗字の「レナー」と呼んでいただいて
も結構です。まだ奈半利町の多くの方々にお会いできていない
ので、自己紹介をさせていただきたいと思います。
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１　内　容　女性ハンターによる講演、若手ハンターによるトークセッション、狩猟免
許相談、ハンティング模擬体験、ジビエ料理試食ができるブースの出展な
ど、狩猟の魅力を実感できるフォーラムです。参加料無料、申し込み不要で
す。多くの方のご参加をお待ちしております。

３　主　催　高知県産業振興推進部鳥獣対策課

２　日時・場所　１０月２５日（土）　１３：００～
　　　　　　　　　　　　高知工科大学（香美市土佐山田町宮ノ口１８５）

お問い合わせ先

　高知県産業振興推進部鳥獣対策課（森本、門脇）
　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：０８８－８２３－９０３９

狩猟フォーラム開催のお知らせ狩猟フォーラム開催のお知らせ狩猟フォーラム開催のお知らせ



����������������

材料（４人分）

米 １合半

コーン缶 小１/２缶

材料（２人分）

切り干し大根 10ｇ

にんじん ６ｇ

カットわかめ 小さじ２

　　　　酢 12ｍｌ

調味料　砂糖 小さじ２

　　　　しょうゆ ４ｍｌ

作り方
①切り干し大根は、ひたひたの水につけて戻し、軽く水を絞る。
②にんじんは千切りにし、水で戻して絞ったわかめと①を混ぜる。
③調味料で合わせ酢をつくり、②に混ぜ、調味する。

作り方
米は、コーン缶と缶汁を加え、分量の目
盛りまで水を入れて炊く。

　必ず起こるといわれている南海地震、災害発生時にはライフラインが閉ざされ、食生活面にも影響を及ぼします。
　日ごろから災害時の食について備え、非常時にも対応できる力を身につけておくことが大切です。

※高知県・高知県食生活改善推進協議会「災害時の食
の備え」より抜粋

もろこしごはん 切干大根の甘酢和え

●いざという時の心構えを ！

　復旧または救援活動が受けられるまでの間の食料や水などを備蓄しておきます。
①備蓄品は、最低３日分以上が必要です。
　（水は、１人１日約３リットル必要）
②普段食べている日持ちのよい食品は、在庫がなくなる前に買い足し、常に食品が備蓄された状態にしておきます。
⇒サイクル保存
③停電・断水等に備えて、缶詰・瓶詰・レトルト食品やインスタント食品等も備蓄しておきます。

●備蓄の考え

●こんな食品もあります ！

●日ごろから備えておこう ！
買い置きしたい食品の例

●災害食メニューのご紹介 ！

アルファ化米　長期保存が可能です。お湯をそそいで約15分で温かいごはんができます。お湯がない場合は、水でご
はんができるものもあります。

水 戻 し 餅　水に数分浸すと軟らかい餅になります。

主
食
主
食
主
食

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

副
菜
副
菜
副
菜

主
菜
主
菜
主
菜

飲
料
飲
料
飲
料

こんに
ちは



　幼稚園・保育所では、６月中旬から９月１週目までプール遊びをしました。初めは顔をつけるのが少
し苦手だなと思う子どもも、お友達が泳ぐ姿に刺激を受け自分も顔をつけてみようと思い挑戦してみ
たり、保育所の子どもたちもワニ泳ぎができるようになったことが嬉しく何度も見せてくれたりしまし
た。プール遊びでの自信をこれからの生活に生かしていきたいと思います。

　７月１９日(土)に、親子料理教室を行いまし
た。近年食育が重要視されています。自分で調
理をしたり、食べることの大切さを知ることは
大切なことです。ヘルスメイトさんの協力のも
とで実施されて６年目となり、今年のテーマは
「なはりの野菜をたっぷり食べよう！」という
ことで、肉団子の中にたくさんお野菜を入れた
りお鍋でプリンを作ったりして、ヘルスメイトさ
んのアイディアが満載でした。ちょっと苦手だ
なと思う野菜も子どもたちは残さず食べ、自分
たちで料理を作って食べる楽しさを感じている
ようでした。これを機に、親子で料理をする機
会が増えたらいいなと思います。
【献立】主菜：肉団子の野菜たっぷり酢豚風
　　　　副菜：いんげんのゴマ和え
　　　　汁物：かぼちゃのスープ
　　　　デザート：プリン

～親子料理教室～
自分たちで作ったご飯おいしかったよ！

　８月３０日（土）に、幼稚園・保育所で愛園作業を行
いました。台風の影響もあり予定を繰り上げ愛園作業
を実施しました。保護者の方のご協力のおかげで園庭
がとてもきれいになりました。これから子どもたちと
元気いっぱい、運動会の練習をしたいと思います。

～愛園作業～
園庭がきれいになりました！

～プール遊び～　たくさん泳いで楽しかったよ！
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